
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『横濱美屋希』 

作者：五雲亭貞秀（1807～？） 

刊：安政７（1860）年２～３月 

縦 24cm 

 

横浜開港後に刊行された大錦で、概ね開港直後の視角を反映していると考えられる。 

この１枚では、陸からの構図で横浜開港場が描かれており、 

画面中央から左下、太田新田内に描かれているのが港崎遊郭である。 

 

 

 

 

 

 

 

横浜市立大学学術情報センター 

貴重書月替わり展覧会【オンライン】 
バックナンバー 

第 123回（2021年 12月） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『横濱奇談』 

作者：菊苑老人（？～？） 

版元：錦港堂 

刊：不明 

縦 18cm 

 

刊行年不詳だが、序の内容などから『横濱美屋希』と同時代に刊行されたと 

考えられる。 

１丁裏から２丁表にかけての「横浜港繁栄之図」では、海からの構図で横浜港が 

描かれており、奥中央に港崎遊郭がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
原典及び作品紹介リーフレットは、学術情報センターにて 

公開、配布しています。 

※現在、学外利用者のご来館はご遠慮いただいております。ご了承ください。 


